
ゴシックは，新規・充実事業

平成２７年度
４月 ７月 １０月 １月 ～３２年度

業務計画やマニュアルに基づき指導

通報等に対応するとともに，毎月15～25件程度を目安に立入り
○

マニュアルの作成，完成 実施，点検 マニュアルの見直し 実施，点検

26年度業務計画策定
配布・啓発 　 配布・啓発 　 　

業務計画やマニュアルに基づき指導を推進

上記立入調査時に状況に応じて啓発，効果的な啓発方法を検討

継続 継続

効果的な制度の推進

○ ○ 【28】
制度スタート，チェックシートの配布 優良認定申請の受付 審査 認定・公表 実施・周知

制度の周知，審査マニュアルの整備，公表方法の検討

継続 継続

継続 継続

PCB保管届出受付期間 PCB保管届出データ入力

PCB保管届出を基に立入指導
継続 継続

(事業終了)

継続
　 継続
継続
　 継続

継続 継続

一斉立入り（関係局と合同で実施）

継続 継続

効果的な制度の推進

報告書提出，情報活用の働き掛け 継続
○ 報告書の情報更新
HPのリニューアル

立入指導体制の確立，優良処理業者育成の観点からも実施（情報の整理等） 継続実施

市内各施設への立入り  継続

ダイオキシン類の行政検査（3箇所） 継続

水質検査 継続

 継続

施　　　　策 具体的な事務事業 平成２３，２４年度（実績）

産廃処理・３Ｒ等優良事業場認定制
度の創設・運用排

出
事
業
者
に
対
す
る
施
策

大岩街道周辺地域の事業者への指導件数
【２３】１２６件　（野外焼却４０件，堆積６２件，その他（粉じん・騒
音等２４件），
【２４】３４件　（野外焼却14件，堆積１０件，不法投棄１件，その
他（粉じん・騒音等９件）

２　積替保管施設・処理施設
　　への定期的な立入指導の
　　実施

８　違反行為に対する厳正・迅
     速な対応

連続認定事業
場の表彰

【23】【24】立入指導時に随時啓発
（【24】産廃チェック制度の創設）

建リ法対象現場に対する立入調査

再資源化等実施状況報告書提出
指導

PCB保管届出・適正処理指導
JESCO登録指導

微量PCB汚染廃電気機器等把握支
援事業（補助金交付）

届出件数　【23】 １，１９９件  【24】　１，００４件
立入指導件数(保管・移動状況の確認ほか)　【23】 ５９件　【24】
２９件
届出受理時等にＪＥＳＣＯ登録を指導
※　【24】政令改正により処理期限延長 28年7月→39年3月

【23】 29社（40事業場）２８２台　※当該事業は２３年度で終了
　（21年度：3社8台，22年度：11社43台）

【23】「京都府産業廃棄物減量・リサイクル支援センター」発足
（23.6），本市は構成団体として参画
センターが法人化し「一般社団法人京都府産業廃棄物３R支援
センター」設立（24.3），本市は正会員
【24】引き続き連携

京都府産業廃棄物３Ｒ支援センター等との連携

事業者への立入指導の際に併せて啓発

平成２６年度
２月

平成２５年度
８月 ９月 １０月６月５月４月

効果的な立入指導の実施と指導体制の確立

制度の周知，運用

３月

不適正処理に係る立入指導件数
【２３】１８９件　（不法投棄関係28件，野外焼却関係102件，保管
基準関係29件，その他30件）
【２４】７９件　（不法投棄関係15件，野外焼却関係26件，保管基
準関係12件，その他26件）

１１月 １２月 １月

継続実施（約110箇所）

届出件数　【23】１４事業者１６箇所  【24】 6事業者6箇所
【23】法改正に伴う制度周知

立入指導件数　【23】４９９件　【24】２９１件
　24内訳 (建設リサイクル届出現場 156，ＰＣＢ保管事業場29，
　多量排出事業場 6，不適正処理関係79ほか)

【24】業務の分析，マニュアル案作成

【24】「廃棄物の適正処理ガイドブック」の作成（25.3）
（【24】産廃チェック制度の創設）

【23】制度創設に向けた検討を開始
【24】「産廃処理・３Ｒ等優良事業場認定制度」（産廃チェック制
度）の創設（25.3）

３　リサイクル施設情報の提
    供

４　３Ｒや適正処理に積極的
    に取り組む排出事業者に
    対する認証制度の創設

２　委託処理が適正にされて
    いることを実地確認するよ
    う啓発

立入指導件数 【23】195件　【24】156件
（分別状況，再資源化委託先，アスベストの有無などの確認）
報告書提出件数【23】 1,971件　【24】1,836件

１　排出事業者への指導を充
    実

事業者への立入指導

業務計画，マニュアルの作成

ガイドブックの作成

６　ＰＣＢ廃棄物の適正保管・適
    正処理の指導

５　建設リサイクル法の円滑な
    運用

業者委託を含めた監視パトロール

保管用地届出制度の周知・運用

１　優良な処理業者の育成に
    向けた情報公開（排出事
    業者への情報発信)の推進

７　産業廃棄物保管用地の監
     視

処
理
業
者
に
対
す
る
施
策

【23】処理業者の80事業場（延べ100回），自己処理施設5箇所
への立入り
【24】処理業者の60事業場（延べ110回），自己処理施設３箇所
への立入り

【23】【24】焼却施設４箇所（うち処理業者２箇所）の燃え殻，排ガ
ス等の検査　（11～12月）

【23】【24】安定型最終処分場１箇所（自己処理施設）の浸透水
等の検査

【23】埋立処分場2箇所（上下水道局関連）の検査
【24】焼却施設2箇所（㈱京都環境保全公社，京都大学医学部
付属病院）の検査

「産廃処理業者情報公表制度」の周知・定着
【23】（法による「優良産廃処理業者認定制度」の施行（23.4）
「産廃処理業者情報公表制度」の創設（24.3）
　（「自主行動計画制度」の廃止）
【24】公表制度による報告書の公表（６件）

第３次京都市産業廃棄物処理指導計画（平成２３～３２年度）　施策別取組状況

中間処理施設，積替保管施設の立
入指導

ダイオキシン類の行政検査

ミニ埋立処分場の水質検査

法に基づく定期検査

産廃処理業者情報公表制度の創
設・運用

京都府産業廃棄物３R支援センター
への参画

立入指導等

大岩街道周辺の重点監視

７月

資料 ５ 

焼却施設の検査（１箇所） 



平成２７年度
４月 ７月 １０月 １月 ～３２年度

施　　　　策 具体的な事務事業 平成２３，２４年度（実績） 平成２６年度
２月

平成２５年度
８月 ９月 １０月６月５月４月 ３月１１月 １２月 １月７月

継続 継続

継続実施
継続 継続

継続実施
継続 継続

継続 継続

処分方針の周知・運用と違反行為の未然防止

継続 継続

より効果的な実施方法を検討

○
見学先選定 広報・募集 実施（3回） 継続

（各行政区等での実施に転換）

○
実施場所の選定等 企画会社の選定，企画内容の検討など 実施 継続

「産廃」に関する学校教育の在り方の検討など 副読本の内容確認等

岡田山の試験撤去 本格撤去 継続（２０年以内に完了予定）

産業廃棄物実態調査（25年度実績）

２６年度に実施する産廃処理等に関する実態調査の検討

市民委員公募・選考
○ ○ ○ 継続

　 　

委員委嘱手続 第1回協議会 第2回協議会 第３回協議会 　
【27】「計画」の
中間見直し

継続

継続 継続

市
民
に
対
す
る
施
策

３　循環型社会ビジネスに対す
　　る振興支援

２　市民の安心・安全を確保す
　　るための情報公開と法的
　　措置も含めた対応

１　啓発や環境教育の効果的
　　な実施

【23】（社）京都府産業廃棄物協会，京都環境事業協同組合な
ど４団体と災害協定の締結（23.4）

【23】京都市産業廃棄物３R推進協議会の設置（23.8），3回開催
（施策の進ちょく状況を確認し，主に以下について協議）
　①啓発・環境教育，　②「産廃処理業者情報公表制度」（→実
施済み），③「行政処分の方針」（→作成済み），④「排出事業者
認証制度」（→継続協議）など
【24】3回開催
（施策の進ちょく状況を確認し，主に以下について協議）
　①「排出事業者認証制度」（→「産廃チェック制度」実施済
み），②啓発・環境教育など

【23】事業ごみ減量推進課と廃棄物指導課を統合し事業系廃棄
物対策室を新設（23.4）
環境共生センターが実施する事業用大規模建築物に対する減
量・リサイクル指導との連携
【24】「廃棄物の適正処理ガイドブック」の作成（25.3）

災害時でも安心な廃棄物処理体制
の構築

災害発生時における応急対策活動
に関する協定の締結

３　事業系一般廃棄物の指導と
　　連携した一体的な指導

実
効
性
あ
る
施
策
の
推
進

処
理
業
者
に
対
す
る
施
策

４　公共関与による適正処理の
　　確保

【23】「京の環境みらい創生事業」による助成（レアアース回収技
術の開発など新規4件（23年度をもって新規採択終了）），京都
府産業廃棄物３Ｒ支援センターへの参画など
【24】３Ｒ支援センターへの参画など

小中学生見学会【23】8/4（31名），8/11（38名）
　　　　　　　　　　 【24】8/2（24名），8/9（27名）

一般市民見学会【23】11/8（26名），11/15（28名）
　　　　　　　　　　 【24】11/5（24名），11/7（29名）

※　排出事業場もコースに含め，年各2回実施（23年度～）
※　各行政区等で実施するバスツアーでも産廃施設を見学先候補に
追加（24年度～）
　　各行政区等実施分
　　【24】10/25（18名），11/28（3名），3/26（33名）

【23】第12回環境フォーラムきょうと（10/30　729名）
　京都市勧業館みやこめっせ
　第6回３R推進全国大会と併催，「巨大すごろく」
　「分別ゲーム」「さんぱいキャラクターズカード」等
【24】第13回環境フォーラムきょうと（3/9　1,287名）
　イオンモールKYOTO　Kotoホール
　「環境トークショー」「巨大ダンボール迷路」「分別ゲーム」
　「さんぱいキャラクターズカード」等
※　人の流れのある商業施設等での実施（23年度～）
　
【23】小中学生の環境副読本における「産廃」についての記載
状況の確認，24年度版への意見反映

５　公共工事におけるリサイクル
　　資材の利用促進

６　違反行為に対する厳正・迅
　　速な対応

夏休み小中学生エコバスツアー(産
廃施設見学会）

エコバスツアー(産廃施設見学会）

環境フォーラムきょうと

その他

１　取組指標の設定

岡田山の撤去

その他

【23】事業者の撤去計画の検証・確認
【24】都市計画審議会による承認（11/1)，深草学区自治連合
会・事業者・本市による三者協定の締結（12/28)等

【24】京都市廃棄物処理施設設置等検討委員会設置要綱の改
正（法定事項以外に，都計審案件，廃棄物が地下にある土地
の形質の変更などに関しても意見聴取）（24.6）

２　京都市産業廃棄物３Ｒ推進
　　協議会の設置

「施設見学会」は小中学生向けを3回に拡充　　　　「環境フォーラムきょうと」は昨年度同様，集客力のある施設で実施

大阪湾圏域広域処理場整備事業
　（フェニックス計画）への参画

㈱京都環境保全公社に対する支援

関係局と連携して継続実施

行政処分等の実施

行政処分件数【23】4件　【24】0件

【23】違反行為の未然防止のため「産業廃棄物処理業者等に
対する行政処分の方針」を作成・公表（24.3）
　①環境省通知に基づく厳正な処分
　②加重軽減
　③処分内容の公表

（本市による立入調査，環境調査，交通量調査等） 


